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　表２‐３６　二酸化窒素濃度の年度別推移（年平均値）

２４２３２２２１２０年　　　度
観　測　局

０．００８０．０１００．００９０．０１００．０１０富 山 岩 瀬

富 山 市

富
　
　
山
　
　
地
　
　
域

０．００８０．００９０．００９０．０１００．０１０富 山 芝 園

０．００４０．００６０．００６０．００７０．００７婦 中 速 星

０．０１１０．０１００．０１２滑 川 上 島
滑 川 市

０．００３０．００４０．００３滑 川 大 崎 野

０．００５０．００５０．００６０．００６０．００７高 岡 伏 木

高 岡 市
高
　
岡
　
・
　
射
　
水
　
地
　
域

０．００９０．０１００．０１１０．０１１０．０１１高 岡 本 丸

０．００７高 岡 波 岡

０．００８０．００８０．００８０．００８高 岡 戸 出

０．００４０．００５０．００５０．００５０．００５氷 見氷 見 市

０．００７０．００８０．００９０．００８０．００９新湊三日曽根

射 水 市 ０．００７０．００７０．００８０．００８０．００８新 湊 海 老 江

０．００９０．０１００．０１００．０１００．０１０小 杉 太 閤 山

０．００６０．００８０．００８０．００９０．０１０魚 津魚 津 市
新
川
地
域

０．００８０．００８０．００７０．００８０．００７黒 部 植 木黒 部 市

０．００８０．００９０．００９０．００９０．０１０入 善入 善 町

０．００６０．００７０．００８０．００７０．００８小 矢 部小矢部市砺
波
・

小
矢
部
地
域 ０．００６０．００６０．００６０．００６０．００７福 野南 砺 市

０．００７０．００８０．００８０．００８０．００８年平均値

注１　測定は、オゾンを用いる化学発光法によります。
　２　「富山県大気汚染常時観測局適正配置計画」により、高岡波岡については２０年度末、滑川上島及

び滑川大崎野については２２年度末、高岡戸出については２３年度末に測定を廃止しました。

（単位：ppm）
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　表２‐３７　二酸化窒素に係る環境基準の達成状況

注１　測定は、オゾンを用いる化学発光法によります。
　２　環境基準の適（○）とは、年間における１日平均値のうち、低い方から数えて９８％目にあたる値

が、０．０４ppmから０．０６ppmのゾーン内又はそれ以下であることをいいます。
　３　「富山県大気汚染常時観測局適正配置計画」により、高岡波岡については２０年度末、滑川上島及

び滑川大崎野については２２年度末、高岡戸出については２３年度末に測定を廃止しました。

環境基準の適（〇）、否
（×）

１日平均値の９８％値（ppm）項　目

観　測　局

０．０４ppmから０．０６ppmまでのゾーン内又はそ
れ以下であること基　準

２４２３２２２１２０２４２３２２２１２０年　度

〇〇〇〇〇０．０２００．０２３０．０２４０．０２３０．０２２富 山 岩 瀬

富 山 市

富
　
　
山
　
　
地
　
　
域

〇〇〇〇〇０．０２１０．０２２０．０２２０．０２５０．０２２富 山 芝 園

〇〇〇〇〇０．０１１０．０１５０．０１６０．０１８０．０１５婦 中 速 星

〇〇〇０．０２５０．０２３０．０２３滑 川 上 島
滑 川 市

〇〇〇０．００８０．００９０．００８滑 川 大 崎 野

〇〇〇〇〇０．０１４０．０１７０．０１９０．０１７０．０１７高 岡 伏 木

高 岡 市
高
　
岡
　
・
　
射
　
水
　
地
　
域

〇〇〇〇〇０．０２２０．０２４０．０３００．０２６０．０２４高 岡 本 丸

〇０．０１７高 岡 波 岡

〇〇〇〇０．０２００．０２１０．０２４０．０２０高 岡 戸 出

〇〇〇〇〇０．０１００．０１３０．０１７０．０１２０．０１１氷 見氷 見 市

〇〇〇〇〇０．０２１０．０２２０．０２５０．０２５０．０２４新湊三日曽根

射 水 市 〇〇〇〇〇０．０１８０．０１９０．０２１０．０２００．０２１新 湊 海 老 江

〇〇〇〇〇０．０２００．０２２０．０２２０．０２３０．０２１小 杉 太 閤 山

〇〇〇〇〇０．０１４０．０２００．０２１０．０２００．０２４魚 津魚 津 市
新
川
地
域

〇〇〇〇〇０．０１８０．０２３０．０２２０．０２００．０２２黒 部 植 木黒 部 市

〇〇〇〇〇０．０１７０．０２１０．０２１０．０２００．０１９入 善入 善 町

〇〇〇〇〇０．０１８０．０１８０．０２３０．０２２０．０１７小 矢 部小矢部市砺
波
・
小
矢
部
地
域 〇〇〇〇〇０．０１８０．０１６０．０１９０．０１５０．０１６福 野南 砺 市
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　表２‐３８　浮遊粒子状物質濃度の年度別推移（年平均値）

２４２３２２２１２０年　　　度
観　測　局

０．０１３０．０１３０．０１４０．０１３０．０１５富 山 水 橋

富 山 市

富
　
　
　
山
　
　
　
地
　
　
　
域

０．０１３０．０１３０．０１４０．０１５０．０２０富 山 岩 瀬

０．０１４０．０１３０．０１６０．０１５０．０１９富 山 芝 園

０．０１４０．０１３０．０１６富 山 神 明

０．０１４０．０１４０．０１４０．０１４０．０１７富 山 蜷 川

０．０１４０．０１３０．０１４０．０１３０．０１７婦 中 速 星

０．０１２０．０１３０．０１３０．０１２０．０１５滑 川 上 島
滑 川 市

０．０１３０．０１３０．０１２０．０１５滑 川 大 崎 野

０．０１８０．０１８０．０２００．０１５０．０１７高 岡 伏 木

高 岡 市

高
　
　
岡
　
　
・
　
　
射
　
　
水
　
　
地
　
　
域

０．０１６０．０１６０．０１５高 岡 能 町

０．０１７０．０１７０．０１８０．０１８０．０２１高 岡 本 丸

０．０１８高 岡 波 岡

０．０１３０．０１４０．０１２０．０１３０．０１５高 岡 戸 出

０．０１８福 岡

０．０１６０．０１９０．０１８０．０１５０．０１６氷 見氷 見 市

０．０１７０．０１２０．０１８０．０１８０．０２３新湊三日曽根

射 水 市
０．０１５０．０１６０．０１６０．０１６０．０１７新 湊 海 老 江

０．０２０新 湊 今 井

０．０１６０．０１６０．０１７０．０１４０．０１６小 杉 太 閤 山

０．０１９０．０２１０．０１８０．０１７０．０１８魚 津魚 津 市
新
川
地
域

０．０１２０．０１００．０１１０．０１３０．０１４黒 部 植 木黒 部 市

０．０１７０．０１７０．０１８０．０１６０．０１８入 善入 善 町

０．０１８０．０１９０．０２１０．０１８０．０１９砺 波砺 波 市砺
波
・
小
矢
部
地
域

０．０２００．０２２０．０２５０．０１９０．０２２小 矢 部小矢部市

０．０２２０．０２１０．０２４０．０２００．０２４福 野南 砺 市

０．０１６０．０１６０．０１７０．０１５０．０１８年平均値

注１　測定は、β線吸収法によります。
　２　高岡波岡、福岡及び新湊今井については２０年度末、富山神明及び高岡能町については２２年度末、

滑川大崎野については２３年度末に測定を廃止しました。

（単位：mg／m３）
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　表２‐３９　浮遊粒子状物質に係る環境基準の達成状況

注１　測定は、β線吸収法によります。
　２　短期的評価による適（〇）とは、１日平均値がすべての有効測定日（１日２０時間以上の測定が行

われた日をいう。）で０．１mg／m３以下であり、かつ、１時間値がすべての測定時間において０．２mg
／m３以下であることをいいます。

　３　長期的評価による適（〇）とは、年間における１日平均値のうち測定値の高い方から２％の範囲
内にあるものを除外した後の最大値が０．１０mg／m３以下であり、かつ、年間を通じて１日平均値が
０．１０mg／m３を超える日が２日間以上連続しないことをいいます。

　４　高岡波岡、福岡及び新湊今井については２０年度末、富山神明及び高岡能町については２２年度末、
滑川大崎野については２３年度末に測定を廃止しました。

長期的評価によ
る適（〇）、否（×）

短期的評価によ
る適（〇）、否（×）

１日平均値の２％除外値（mg／m３）項　目

観　測　局

０．１０mg／m３以下であること基　準

２４２３２２２１２０２４２３２２２１２０２４２３２２２１２０年　度

〇〇〇〇〇〇〇〇×〇０．０３８０．０３４０．０４５０．０３５０．０４０富 山 水 橋

富 山 市

富
　
　
　
山
　
　
　
地
　
　
　
域

〇〇〇〇〇〇×〇×〇０．０３８０．０３００．０４３０．０４２０．０５４富 山 岩 瀬

〇〇〇〇〇〇〇〇×〇０．０３９０．０３５０．０４８０．０３９０．０４９富 山 芝 園

〇〇〇〇×〇０．０４２０．０３８０．０４５富 山 神 明

〇〇〇〇〇〇〇〇×〇０．０４２０．０３８０．０４５０．０４１０．０４９富 山 蜷 川

〇〇〇〇〇〇〇〇×〇０．０３９０．０３４０．０４１０．０４００．０４７婦 中 速 星

〇〇〇〇〇〇〇××〇０．０４３０．０３９０．０４３０．０３５０．０４６滑 川 上 島
滑 川 市

〇〇〇〇〇〇×〇０．０３８０．０４２０．０３６０．０４４滑 川 大 崎 野

〇〇〇〇〇〇〇〇××０．０４９０．０３８０．０５２０．０３７０．０４１高 岡 伏 木

高 岡 市

高
　
　
岡
　
　
・
　
　
射
　
　
水
　
　
地
　
　
域

〇〇〇〇×〇０．０４９０．０３９０．０３９高 岡 能 町

〇〇〇〇〇〇〇〇×〇０．０４７０．０４１０．０５１０．０４６０．０５１高 岡 本 丸

〇〇０．０４４高 岡 波 岡

〇〇〇〇〇〇〇〇×〇０．０３６０．０３７０．０４３０．０３７０．０４０高 岡 戸 出

〇〇０．０４０福 岡

〇〇〇〇〇〇〇〇××０．０４４０．０４４０．０５４０．０４００．０４５氷 見氷 見 市

〇〇〇〇〇〇〇〇×〇０．０４６０．０３２０．０５００．０４３０．０５５新湊三日曽根

射 水 市
〇〇〇〇〇〇〇〇×〇０．０４４０．０４００．０４５０．０４３０．０４７新 湊 海 老 江

〇×０．０４７新 湊 今 井

〇〇〇〇〇〇〇〇××０．０４３０．０４１０．０４９０．０３９０．０４３小 杉 太 閤 山

〇〇〇〇〇〇〇〇×〇０．０４６０．０４５０．０４５０．０３８０．０４２魚 津魚 津 市
新
川
地
域

〇〇〇〇〇〇〇××〇０．０３９０．０３００．０３８０．０３４０．０４１黒 部 植 木黒 部 市

〇〇〇〇〇〇〇〇×〇０．０３７０．０３６０．０４６０．０３４０．０４２入 善入 善 町

〇〇〇〇〇〇×〇××０．０４５０．０４４０．０５８０．０４２０．０４８砺 波砺 波 市砺
波
・
小
矢
部
地
域

〇〇〇〇〇〇〇〇××０．０４８０．０４７０．０５５０．０４１０．０５３小 矢 部小矢部市

〇〇〇〇〇〇〇〇××０．０４７０．０４３０．０５４０．０４００．０４７福 野南 砺 市
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　表２‐４０　光化学オキシダント濃度の年度別推移（年平均値）

２４２３２２２１２０年　　　度
観　測　局

０．０３５０．０３２０．０３４０．０３１０．０３２富 山 水 橋

富 山 市

富
　
　
　
山
　
　
　
地
　
　
　
域

０．０３５０．０３２０．０３６０．０３３０．０３２富 山 岩 瀬

０．０３４０．０３２０．０３２０．０３００．０３０富 山 芝 園

０．０３００．０２９０．０３０富 山 神 明

０．０３４０．０３１０．０３５０．０３００．０３１富 山 蜷 川

０．０３４０．０３１０．０３３０．０３１０．０３０婦 中 速 星

０．０３２０．０２９０．０２９０．０２７０．０２９滑 川 上 島
滑 川 市

０．０３８０．０３８０．０３７０．０３５滑 川 大 崎 野

０．０３７０．０３６０．０３８０．０３６０．０３６高 岡 伏 木

高 岡 市

高
　
　
岡
　
　
・
　
　
射
　
　
水
　
　
地
　
　
域

０．０３１０．０３０高 岡 能 町

０．０３３０．０３１０．０３２０．０２７０．０２９高 岡 本 丸

０．０２９高 岡 波 岡

０．０３３０．０３１０．０３３０．０３００．０３０高 岡 戸 出

０．０３００．０３００．０３１０．０３００．０２９福 岡

０．０３５０．０３２０．０３４０．０２８０．０３２氷 見氷 見 市

０．０３５０．０３３０．０３４０．０３２０．０３２新湊三日曽根

射 水 市
０．０３６０．０３２０．０３４０．０３１０．０３２新 湊 海 老 江

０．０２９新 湊 今 井

０．０３１０．０２９０．０３００．０２９０．０２９小 杉 太 閤 山

０．０３６０．０３３０．０３５０．０３２０．０３２魚 津魚 津 市
新
川
地
域

０．０３４０．０３１０．０３３０．０３１０．０３１黒 部 植 木黒 部 市

０．０３４０．０３２０．０３４０．０３１０．０３１入 善入 善 町

０．０３５０．０３３０．０３５０．０３１０．０３２砺 波砺 波 市砺
波
・
小
矢
部
地
域

０．０３３０．０３００．０３００．０２９０．０２９小 矢 部小矢部市

０．０３１０．０３２０．０３２０．０３００．０３１福 野南 砺 市

０．０３４０．０３２０．０３３０．０３１０．０３１年平均値

注１　測定は、紫外線吸収法によります。
　２　高岡波岡及び新湊今井については２０年度末、高岡能町については２１年度末、富山神明については
２２年度末、滑川大崎野については２３年度末に測定を廃止しました。

（単位：ppm）
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　表２‐４１　光化学オキシダントに係る環境基準の達成状況

注１　測定は、紫外線吸収法によります。
　２　高岡波岡及び新湊今井については２０年度末、高岡能町については２１年度末、富山神明については
２２年度末、滑川大崎野については２３年度末に測定を廃止しました。

１時間値が０．０６ppmを超えない場
合の割合（％）

１時間値の最高値（ppm）項　目

観　測　局

０．０６ppm以下であること基　準

２４２３２２２１２０２４２３２２２１２０年　度

９４．９９４．８９４．８９４．８９３．４０．０８５０．１０４０．１０００．１０６０．１０２富 山 水 橋

富 山 市

富
　
　
　
山
　
　
　
地
　
　
　
域

９５．３９４．７９３．２９４．０９４．５０．０８５０．１０５０．０９８０．１０５０．０９７富 山 岩 瀬

９４．７９５．１９５．７９５．６９４．４０．０８６０．１０２０．１０１０．１０００．１０１富 山 芝 園

９５．４９５．８９４．７０．０９８０．０９６０．０９８富 山 神 明

９５．２９５．４９３．９９６．４９４．２０．０９２０．０９９０．１０４０．０９００．１００富 山 蜷 川

９５．２９５．１９５．５９５．３９４．７０．０８９０．１０３０．０９６０．０９７０．０９９婦 中 速 星

９５．５９５．３９５．２９５．２９６．２０．０９００．１０００．１０６０．１０４０．０９７滑 川 上 島
滑 川 市

９２．２９３．２９２．７９５．９０．１０２０．１０９０．１０５０．１０４滑 川 大 崎 野

９４．７９４．８９３．１９４．５９４．１０．０９４０．１０２０．０９８０．１０２０．０９５高 岡 伏 木

高 岡 市

高
　
　
岡
　
　
・
　
　
射
　
　
水
　
　
地
　
　
域

９５．５９５．９０．０９７０．０９４高 岡 能 町

９６．３９６．３９５．９９５．９９６．２０．０８６０．１０００．０９４０．０９８０．１００高 岡 本 丸

９６．２０．０９２高 岡 波 岡

９５．０９５．５９４．６９５．２９４．６０．０８９０．０９９０．０９７０．０９７０．１０１高 岡 戸 出

９６．７９６．０９４．０９４．９９５．４０．０９３０．１０１０．１０４０．１０３０．０９７福 岡

９４．３９５．９９３．５９５．７９５．２０．０９２０．１０１０．０９４０．０９４０．０９８氷 見氷 見 市

９４．１９４．８９４．１９４．２９４．５０．０８５０．１０２０．０９８０．０９７０．０９４新湊三日曽根

射 水 市
９５．６９５．９９４．６９５．１９４．２０．０８４０．０９３０．０９１０．０９４０．０９４新 湊 海 老 江

９５．７０．０９５新 湊 今 井

９６．４９６．３９５．８９５．７９４．９０．０８６０．０９３０．０９６０．１０６０．１０３小 杉 太 閤 山

９４．９９５．０９３．５９５．２９５．２０．０９００．０９８０．０９５０．１０８０．１０２魚 津魚 津 市
新
川
地
域

９６．８９６．４９５．４９５．４９６．１０．０８６０．０９９０．０９４０．１０６０．０９７黒 部 植 木黒 部 市

９５．８９６．３９５．９９５．６９６．６０．０８８０．１０３０．０９５０．１０６０．０９７入 善入 善 町

９５．１９６．０９４．８９５．８９５．８０．０８７０．０９８０．０９６０．０９６０．１０１砺 波砺 波 市砺
波
・
小
矢
部
地
域

９４．６９６．１９４．６９５．２９５．００．０９４０．１０２０．０９６０．０９８０．０９３小 矢 部小矢部市

９４．９９５．０９３．８９４．５９４．１０．０９４０．１０３０．１０３０．１０６０．１０１福 野南 砺 市
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　表２‐４２　炭化水素濃度の年度別推移（年平均値）

２４２３２２年　度
項　目観　測　局

０．１５０．１７非 メ タ ン 炭 化 水 素

富 山 岩 瀬

富 山 市

富
　
　
山
　
　
地
　
　
域

１．９２１．９２メ タ ン

２．０７２．０９全 炭 化 水 素

０．０６０．０７非 メ タ ン 炭 化 水 素

婦 中 速 星 １．９２１．９２メ タ ン

１．９８１．９９全 炭 化 水 素

０．０９０．１００．１１非 メ タ ン 炭 化 水 素

高 岡 伏 木高 岡 市

高
　
岡
　
・
　
射
　
水
　
地
　
域

１．８４１．８３１．８５メ タ ン

１．９３１．９３１．９６全 炭 化 水 素

０．１１０．１２非 メ タ ン 炭 化 水 素

新 湊 三 日 曽 根射 水 市 １．８９１．８９メ タ ン

２．００２．０２全 炭 化 水 素

０．１００．１１０．１０非 メ タ ン 炭 化 水 素

魚 津魚 津 市
新
川
地
域

１．９０１．８８１．８８メ タ ン

２．００１．９９１．９９全 炭 化 水 素

０．０８０．１０非 メ タ ン 炭 化 水 素

福 野南 砺 市

砺
波
・
小
矢
部
地
域

１．９１１．９１メ タ ン

１．９９２．０１全 炭 化 水 素

０．１００．１１０．１１非 メ タ ン 炭 化 水 素

平　　　均 １．９０１．８９１．８７メ タ ン

２．００２．０１１．９８全 炭 化 水 素

注１　測定は、水素炎イオン化法によります。
　２　高岡伏木及び魚津については２２年度、富山岩瀬、婦中速星、新湊三日曽根及び福野については
２３年度から測定を開始しました。

（単位：ppmC）
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　表２‐４３　微小粒子状物質濃度の年度別推移（年平均値）
（単位：μg ／㎥）

２４２３２２観 測 局

１０．５富 山 岩 瀬富 山 地 域

１５．６高 岡 伏 木高 岡 ・
射 水 地 域 １２．８１２．７１３．４小 杉 太 閤 山

注１　測定は、β線吸収法によります。
　２　小杉太閤山については、環境省実施の「微小粒子状物質

（PM２．５）モニタリング試行事業」により設置し、２２年度から
測定を開始しました。

　３　富山岩瀬、高岡伏木については、２４年度から測定を開始しま
した。

　表２‐４４　微小粒子状物質に係る環境基準の達成状況

長期基準による
適（○）、否（×）

短期基準による
適（○）、否（×）

１日平均値の９８％値
（μg ／㎥）項　目

観測局 ３５μg ／㎥以下であること基　準

２４２３２２２４２３２２２４２３２２年　度

〇〇３３．７富 山 岩 瀬富 山 地 域

××３６．５高 岡 伏 木高 岡 ・
射 水 地 域 〇○○〇○×３４．７３３．８３６．０小杉太閤山

注１　測定は、β線吸収法によります。
　２　短期基準による適（○）とは、年間における１日平均値のうち、低い方から数えて９８％目にあた

る値が、３５μｇ／㎥以下であることをいいます。
　３　長期基準による適（○）とは、１年平均値が１５μｇ／㎥以下であることをいいます。
　４　小杉太閤山については、環境省実施の「微小粒子状物質（PM２．５）モニタリング試行事業」によ

り設置し、２２年度から測定を開始しました。
　５　富山岩瀬、高岡伏木については、２４年度から測定を開始しました。
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（２５年３月現在）
　表２‐４５　自動車排出ガス観測局の概要

測　定　項　目　等調査機関設置年度所　在　地観　測　局市

・一酸化炭素（非分散型赤外分析
計を用いる方法）
・窒素酸化物（オゾンを用いる化
学発光法）
・炭化水素（水素炎イオン化法）
・浮遊粒子状物質（β線吸収法）
・微小粒子状物質（β線吸収法）
・テレメータ化

市５豊 田 町富 山 豊 田

富山市 市４７本 丸富 山 城 址

市３婦中町上田島婦 中 田 島

県１６大 坪 町高 岡 大 坪高岡市

県３鷲 塚小 杉 鷲 塚
射水市

県１６橋 下 条小 杉 下 条

県３前 沢黒 部 前 沢黒部市

７計

注１　１６年度に高岡広小路を廃止し、より交通量の多い一般国道８号沿線の状況を監視する高岡大坪を
新設し、１７年度から監視を開始しました。

　２　１６年度に小杉下条を新設し、１７年度から監視を開始しました。



１６８

　表２‐４６　自動車排出ガス観測局における測定結果の年度別推移（年平均値）

２４２３２２２１２０年　度
項目（単位）観測局

０．４０．５　０．４　０．４０．３（ppm）一酸化炭素
富
　
山
　
豊
　
田富

　
　
　
　
　
山
　
　
　
　
　
市

０．１１０．０１２０．０１２０．０１４０．０１６（ppm）一酸化窒素
０．０１８０．０１８０．０１９０．０１９０．０２１（ppm）二酸化窒素
０．０２８０．０３００．０３００．０３４０．０３６（ppm）窒素酸化物
０．１５０．１７　０．２１　０．２００．２１（ppmC）非メタン炭化水素
１．９０１．９１　１．９１　１．９７１．９５（ppmC）メタン
２．０５２．０８　２．１２　２．１７２．１６（ppmC）全炭化水素
０．０１９０．０２１０．０２００．０２１０．０２８（㎎／㎥）浮遊粒子状物質
０．４０．４　０．４　０．３０．３（ppm）一酸化炭素

富
　
山
　
城
　
址

０．００４０．００６０．００５０．００６０．００６（ppm）一酸化窒素
０．０１３０．０１５０．０１４０．０１５０．０１５（ppm）二酸化窒素
０．０１７０．０２００．０２００．０２１０．０２１（ppm）窒素酸化物
０．１１０．１８　０．１０　０．１００．１３（ppmC）非メタン炭化水素
１．９１１．９２　１．８９　１．８９１．８８（ppmC）メタン
２．０２２．０９　１．９９　１．９９２．０１（ppmC）全炭化水素
０．０１５０．０１５０．０１７０．０１７０．０１９（㎎／㎥）浮遊粒子状物質

０．３　０．３０．３（ppm）一酸化炭素
婦
　
中
　
田
　
島

０．００５０．００７０．００７０．００７０．００８（ppm）一酸化窒素
０．０１２０．０１４０．０１６０．０１５０．０１５（ppm）二酸化窒素
０．０１７０．０２２０．０２３０．０２２０．０２３（ppm）窒素酸化物

０．０９　０．０９０．１０（ppmC）非メタン炭化水素
１．８８　１．８７１．８７（ppmC）メタン
１．９７　１．９６１．９６（ppmC）全炭化水素

０．０１３０．０１６０．０１６０．０１６０．０１９（㎎／㎥）浮遊粒子状物質
０．４０．４　０．４　０．４０．５（ppm）一酸化炭素

高
岡
大
坪

高
　
　岡
　　
市

０．０１８０．０２１０．０２６０．０３３０．０４０（ppm）一酸化窒素
０．０２４０．０２４０．０２４０．０２００．０２２（ppm）二酸化窒素
０．０４２０．０４５０．０５００．０５４０．０６２（ppm）窒素酸化物
０．１３０．１３　０．１５　０．１５０．２１（ppmC）非メタン炭化水素
１．９１１．９０　１．９０　１．８８１．８０（ppmC）メタン
２．０４２．０３　２．０５　２．０４２．００（ppmC）全炭化水素
０．０２１０．０２１０．０２３０．０２００．０２３（㎎／㎥）浮遊粒子状物質
１８．４１６．７　（主／㎥）微小粒子状物質
０．３０．３　０．３　０．３０．４（ppm）一酸化炭素

小
　
杉
　
鷲
　
塚

射
　
　
　
水
　
　
　
市

０．００４０．００５０．００４０．００５０．００５（ppm）一酸化窒素
０．００９０．０１１０．０１００．０１１０．０１２（ppm）二酸化窒素
０．０１３０．０１６０．０１４０．０１６０．０１７（ppm）窒素酸化物
０．１００．１０　０．１１　０．１００．１１（ppmC）非メタン炭化水素
１．９４１．９４　１．９５　１．９３１．９３（ppmC）メタン
２．０４２．０４　２．０５　２．０３２．０４（ppmC）全炭化水素
０．０１７０．０１８０．０１７０．０１５０．０１６（㎎／㎥）浮遊粒子状物質

０．３（ppm）一酸化炭素
小
　
杉
　
下
　
条

０．０１２０．０１００．００９０．００８０．００８（ppm）一酸化窒素
０．０１２０．０１２０．０１２０．０１３０．０１４（ppm）二酸化窒素
０．０２４０．０２２０．０２２０．０２１０．０２３（ppm）窒素酸化物

０．０９（ppmC）非メタン炭化水素
１．９９（ppmC）メタン
２．０８（ppmC）全炭化水素

０．０１８０．０１８０．０１８０．０１７０．０２０（㎎／㎥）浮遊粒子状物質
０．３（ppm）一酸化炭素

黒
　
部
　
前
　
沢

黒
　
　部
　　
市

０．００８０．００８０．００９０．０１００．０１２（ppm）一酸化窒素
０．０１３０．０１４０．０１５０．０１５０．０１６（ppm）二酸化窒素
０．０２１０．０２３０．０２４０．０２５０．０２８（ppm）窒素酸化物

０．０９０．０９（ppmC）非メタン炭化水素
１．９２１．９２（ppmC）メタン
２．００２．０２（ppmC）全炭化水素

０．０２６０．０２５０．０２４０．０２４０．０２４（㎎／㎥）浮遊粒子状物質
０．４０．４　０．４　０．３０．３（ppm）一酸化炭素

年平
均値

０．０１４０．０１５０．０１６０．０１５０．０１６（ppm）二酸化窒素
０．０１８０．０１９０．０１９０．０１９０．０２１（㎎／㎥）浮遊粒子状物質
１８．４１６．７　（主／㎥）微小粒子状物質

注１　測定は、一酸化炭素は非分散型赤外分析計を用いる方法、微小粒子状物質はβ線吸収法、その他の項目は一般環境観測局の測定方法と同じです。
　２　窒素酸化物は、一酸化窒素と二酸化窒素とを加えたものです。
　３　全炭化水素は、非メタン炭化水素とメタンとを加えたものです。
　４　小杉下条の一酸化炭素、非メタン炭化水素、メタン及び全炭化水素並びに黒部前沢の一酸化炭素については２０年度末、黒部前沢の非メタン炭化
水素、メタン及び全炭化水素については２１年度末、婦中田島の一酸化炭素、非メタン炭化水素、メタン及び全炭化水素については２２年度末に測定
を廃止しました。

　５　高岡大坪の微小粒子状物質については２３年度から測定を開始しました。
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　表２‐４７　自動車排出ガス観測局における環境基準の達成状況

注１　測定は、非分散型赤外分析計を用いる方法によります。
　２　長期的評価による適（○）とは、年間における１日平均値のうち測定値の高い方から２％の範囲

にあるものを除外した後の最高値が１０ppmを超えず、かつ、年間を通じて１日平均値が１０ppmを
超える日が２日以上連続しないことをいいます。

　３　小杉下条及び黒部前沢については２０年度末、婦中田島については２２年度末に測定を廃止しました。

　　敢　一酸化炭素

長期的評価による
適（○）、否（×）

１日平均値が１０ppm
を超えた日が２日以上
連続の有無

１日平均値の２％除外値
（ppm）項　目

観測局
無１０ppm以下であること基　準

２４２３２２２１２０２４２３２２２１２０２４２３２２２１２０年　度
〇〇〇〇〇無無無無無０．６０．７０．７０．７０．６富 山 豊 田

富山市 〇〇〇〇〇無無無無無０．７０．７０．６０．７０．６富 山 城 址
――〇〇〇――無無無――０．６０．５０．７婦 中 田 島
〇〇〇〇〇無無無無無０．６０．７０．７０．８０．８高 岡 大 坪高岡市
〇〇〇〇〇無無無無無０．５０．６０．７０．５０．７小 杉 鷲 塚射水市 ――――〇――――無――――０．５小 杉 下 条
――――〇――――無――――０．５黒 部 前 沢黒部市

注１　測定は、オゾンを用いる化学発光法によります。
　２　長期的評価による適（○）とは、年間における１日平均値のうち、低い方から数えて９８％

目にあたる値が、０．０４ppmから０．０６ppmのゾーン内又はそれ以下であることをいいます。

　　柑　二酸化窒素

長期的評価による適
（○）、否（×）

１日平均値の９８％値（ppm）項　目

観測局

０．０４ppmから０．０６ppmまでのゾーン
内又はそれ以下であること基　準

２４２３２２２１２０２４２３２２２１２０年　度
〇〇〇〇〇０．０３５０．０３６０．０３３０．０３５０．０３８富 山 豊 田

富山市 〇〇〇〇〇０．０２７０．０３００．０２６０．０２９０．０２７富 山 城 址
〇〇〇〇〇０．０２５０．０２７０．０２９０．０２９０．０２５婦 中 田 島
〇〇〇〇〇０．０４００．０４２０．０４３０．０３６０．０３９高 岡 大 坪高岡市
〇〇〇〇〇０．０２２０．０２６０．０２４０．０２４０．０２６小 杉 鷲 塚射水市 〇〇〇〇〇０．０２８０．０２７０．０２７０．０２９０．０２４小 杉 下 条
〇〇〇〇〇０．０２６０．０２８０．０３００．０２８０．０２９黒 部 前 沢黒部市

　　桓　浮遊粒子状物質

注１　測定は、β線吸収法によります。
　２　短期的評価による適（○）とは、１日平均値がすべての有効測定日（１日２０時間以上の測定が行わ

れた日をいう。）で０．１mg／m３以下であり、かつ、１時間値がすべての測定時間において０．２mg／
m３以下であることをいいます。

　３　長期的評価による適（○）とは、年間における１日平均値のうち測定値の高い方から２％の範囲内
にあるものを除外した後の最大値が０．１０mg／m３以下であり、かつ、年間を通じて１日平均値が
０．１０mg／m３を超える日が２日間以上連続しないことをいいます。

長期的評価による
適（○）、否（×）

短期的評価による
適（○）、否（×）

１日平均値の２％除外値（mg／m３）項　目

観測局

０．１０mg/m３以下であること基　準

２４２３２２２１２０２４２３２２２１２０２４２３２２２１２０年　度
〇〇〇〇〇〇○○×〇０．０４５０．０４００．０４９０．０４５０．０５７富山豊田

富山市 〇〇〇〇〇〇○○×〇０．０４００．０３５０．０４４０．０３８０．０４６富山城址
〇〇〇〇〇〇○○×〇０．０４００．０４４０．０４３０．０４１０．０５６婦中田島
〇〇〇〇〇〇○○××０．０５１０．０４５０．０５９０．０４８０．０５１高岡大坪高岡市
〇〇〇〇〇〇○○××０．０４７０．０４３０．０４６０．０３９０．０４５小杉鷲塚射水市 〇〇〇〇〇〇○○××０．０４２０．０４１０．０４５０．０３８０．０４４小杉下条
〇〇〇〇〇〇○○××０．０５４０．０４６０．０５１０．０４８０．０５３黒部前沢黒部市



１７０

　　棺　微小粒子状物質

注１　測定は、β線吸収法によります。
　２　短期基準による適（○）とは、年間における１日平均値のうち、低い方から数えて９８％目にあたる

値が３５主／m３以下であることをいいます。
　３　長期基準による適（○）とは、１年平均値が１５主／m３以下であることをいいます。
　４　２３年度から測定を開始しました。

長期基準による
適（○）、否（×）

短期基準による
適（○）、否（×）

１日平均値の９８パーセントタイル値
（単位：主／m３）項　目

観測局
３５主/m３以下であること基　準

２４２３２４２３２４２３年　度

××××４０．３３９．２高岡大坪高岡市

　表２‐４８　ばい煙発生施設数の年度別推移

２４２３２２２１２０年　　度
種　　類

２，１３６２，０６４２，０５２２，０２１２，００２ボ イ ラ ー
１７９１７８１７５１７７１６７金 属 溶 解 炉
１７７１７３１７１１７１１７２金 属 加 熱 炉
６８７１７５７８７８焼 成 炉 ・ 溶 融 炉
９５９６９４９６１００乾 燥 炉
２３２３２３２３２３電 気 炉
５５５３５４５７５８廃 棄 物 焼 却 炉
１３３３３銅・鉛・亜鉛精錬用施設
５７５７５９５９５８塩素・塩化水素反応施設
８９８６８７８７８９ガ ス タ ー ビ ン
２７２２８７２８２２８２２８０デ ィ ー ゼ ル 機 関
５８６３６３５７５４そ の 他

３，２１０３，１５４３，１３８３，１１１３，０８４合　　　　　計
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（２５年３月３１日現在）
　表２‐４９　大気汚染防止法に基づくばい煙発生施設の届出状況

ば　　　い　　　煙　　　発　　　生　　　施　　　設　　　数

工
場
・
事
業
場
数

市
　
　
郡
　
　
名

計

３１３０２９２７２１１９１４１３１２１１１０９８の２７６５４３２１
ガ

ス

機

関

デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関

ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

用

施

設

硝

酸

製

造

反

応

施

設

複
合
肥
料
製
造
用

反
応
施
設
等

塩
素
・
塩
化
水
素

精
練
用
施
設

銅
・
鉛
・
亜
鉛

廃
棄
物
焼
却
炉

電

気

炉

乾

燥

炉

直

火

炉

反

応

炉

溶

融

炉

焼

成

炉

燃

焼

炉

石
油
加
熱
炉

金
属
加
熱
炉

金
属
溶
解
炉

溶

鉱

炉

転
炉
・
平
炉

炉
・
煆
焼
炉

焙
焼
炉
・
焼
結

加

熱

炉

ガ
ス
発
生
炉

ボ

イ

ラ

ー

１，１９２０１１９３４７６２０１４６１６７６０１１３４６９０１１８５０５１１富 山 市
５５９０３２１４００３３０１２４１９１４３００２３４４１３０３５７２４２高 岡 市
１０４０１２９００２１０００２０１０００００００５９４７魚 津 市
８１０６０００００６０７００００２１６０１０４３４３氷 見 市
７５０１０２００００００４０００００００００５９３２滑 川 市
１９９０２７３０００１１０７００００１７１８０００１２５５７黒 部 市
１４７０７１７００００５０６００００９１３０００９０６９砺 波 市
９００６１００００１０８０３００３２０００６６５０小矢部市
１４２０１０１００００００４００００７１０００１１９７５南 砺 市
３７２３２８５００１０８１２１０００００６４３５０００２０６１０６射 水 市
１５４０４２００００５１１２０１００５２８０００９６５５中新川郡
９５０１１１００００３００００００１１３０００６６３４下新川郡

３，２１０３２７２８９７６５７１５５２３９５２１６８１１３１７７１７９１５１２，１３６１，３２１合　　計

　表２‐５０　大気汚染防止法に基づく一般粉じん発生施設の届出状況

計
粉　じ　ん　発　生　施　設　数

工場・
事業場数市 郡 名

ふるい破砕機
摩砕機

ベルトコンベア
バケットコンベア堆積場

２８３１６８２６８１１７７０富 山 市
１４６２３０７２４２３６高 岡 市
２２１１２０９１８魚 津 市
４６４７２５１０１０氷 見 市
２８１７８１２８滑 川 市
７９８２５２４２２１０黒 部 市
５２４１２１６２０１１砺 波 市
７６９２２１２３３２４小 矢 部 市
８７４１５４２２６２５南 砺 市
１３０２７７３４８２２射 水 市
１２４１３４６４０２５２２中 新 川 郡
８７４２４４５１４１２下 新 川 郡

１，１６０６８２８９４２５３７８２６８合　 　 計

（２５年３月３１日現在）
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（２５年３月３１日現在）
　表２‐５１　大気汚染防止法に基づく揮発性有機化合物（VOC）排出施設の届出状況

VOC　発　生　施　設　数

工
場
・
事
業
場
数

地
　
　
　
　
　
域

計

９８７６５４３２１
貯

蔵

タ

ン

ク

工

業

用

洗

浄

施

設

グ

ラ

ビ

ア

印

刷

用

乾

燥

施

設

オ
フ
セ
ッ
ト
輪
転
印
刷
用
乾
燥
施
設

接

着

用

乾

燥

施

設

（
４
項
・
木
材
・
木
製
品
製
造
用
を
除
く
）

接

着

用

乾

燥

施

設

（
印
刷
回
路
、
粘
着
テ
ー
プ
等
、
包
装
材
料
製
造
用
）

塗

装

用

乾

燥

施

設

吹

付

塗

装

施

設

化

学

製

品

製

造

用

乾

燥

施

設
１０００２０２２１２１４富 山 市
３００００００００３２高 岡 市
０００００００００００魚 津 市
０００００００００００氷 見 市
４０００３０１０００２滑 川 市
３０００００３０００１黒 部 市
０００００００００００砺 波 市
１０００００００１０１小矢部市
０００００００００００南 砺 市
１０００００００１０１射 水 市
４００００２２０００１中新川郡
２００００１１０００１下新川郡
２８００２３５９１４４１３合　 計

　表２‐５２　大気汚染防止法に基づくアスベスト除去工事等作業の届出状況（２４年度）

計
封じ込め囲い込み除　去
改造・補修改造・補修改造・補修解体

６１（５８）１（１）０（０）２４　（８）３６（４９）富 山 市
１９（１２）０（０）０（０）３　（２）１６（１０）高 岡 市
４　（３）０（０）０（０）０　（０）４　（３）魚 津 市
２　（２）０（０）０（０）１　（１）１　（１）氷 見 市
３　（０）０（０）０（０）１　（０）２　（０）滑 川 市
３　（２）０（０）０（０）０　（０）３　（２）黒 部 市
４　（１）０（０）０（０）２　（１）２　（０）砺 波 市
１　（１）０（０）０（０）１　（１）０　（０）小 矢 部 市
１０　（５）０（０）０（０）３　（１）７　（４）南 砺 市
２５　（７）０（０）０（０）１０　（５）１５　（２）射 水 市
６　（４）０（０）０（０）１　（０）５　（４）中 新 川 郡
５　（３）０（０）０（０）０　（０）５　（３）下 新 川 郡

１４３（９８）１（１）０（０）４６（１９）９６（７８）計

注　（　）は立入件数。
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　表２‐５３　大気関係立入調査状況（２４年度）

合

計

そ

の

他

（
サ
ー
ビ
ス
業
等
）

廃
棄
物
処
理
業

電

気

業

そ
の
他
の
製
造
業

製

造

業

輸
送
用
機
械
器
具

ス
・
電
子
回
路
製
造
業

電
子
部
品
・
デ
バ
イ

製

造

業

業
務
用
機
械
器
具

製

造

業

生
産
用
機
械
器
具

金
属
製
品
製
造
業

非
鉄
金
属
製
造
業

鉄

鋼

業

製

造

業

窒
業
・
土
石
製
品

品

製

造

業

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

製
品
製
造
業

石
油
製
品
・
石
炭

化

学

工

業

紙
加
工
品
製
造
業

パ
ル
プ
・
紙
・

食
料
品
製
造
業

繊

維

工

業

業種

区分

５１２１１
ば い じ ん

基
準
の
適
合
状
況

（６）（１）（３）（１）（１）

２３１２２５１１１１有 害 物 質
及 び
有 害 ガ ス （３７４）（１）（３）（１６）（２２４）（１）（１２８）（１）

９１１３４
ＶＯＣ施設

（１０）（１）（１）（３）（５）

３７０２４２１５００３０００３０１５２００
小 計

（３９０）（０）（２）（６）（１６）（１）（２２４）（０）（０）（３）（０）（０）（０）（３）（０）（１３３）（２）（０）（０）

６２３１１１３１１１１１３１２４１１ば い 煙
発 生 施 設届

出

確

認

（２９０）（６１）（９）（１２）（３８）（１）（１）（２９）（３２）（１）（６）（８１）（１１）（１）（７）

１０１０堆積場等の
粉 じ ん
発 生 施 設 （１１２）（１１２）

７２３１１０１０３１１１１１１００３１２４１１
小 計

（４０２）（６１）（９）（０）（１２）（０）（３８）（１）（１）（２９）（３２）（１）（１１２）（０）（６）（８１）（１１）（１）（７）

１０９３１３４３１８１１４１１１０３３２７６１１
合 計

（７９２）（６１）（１１）（６）（２８）（１）（２６２）（１）（１）（３２）（３２）（１）（１１２）（３）（６）（２１４）（１３）（１）（７）

３７２３１１８２１１指 導 件 数

注　数字は工場・事業場数、（　）は施設数
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　表２‐５４　大気汚染緊急時の措置

措　　　　　　　　　　　　　　　　　　　置
区　分物質

自 動 車 等緊 急 時 協 力 工 場一　 　 般

・　不要不急の燃焼を自粛
するとともに注意報等の
発令に備えて、注意報等
の措置が行える体制をと
ることを要請

・　ばい煙を排出する者に
対し、不要不急の燃焼の
自粛、燃焼方法の改善等
による硫黄酸化物排出量
の減少について協力を要
請

情 報
硫

黄

酸

化

物

・　通常硫黄酸化物排出量
の２０％以上削減するよう
勧告

〃注意報

・　通常硫黄酸化物排出量
の５０％以上削減するよう
勧告

〃警　報

・　硫黄酸化物排出許容量
の８０％以上削減するよう
命令

〃重 大
警 報

・　不要不急の自動車を使
用しないこと並びに当該
地域への運行を自粛する
ことについて協力を要請

・　不要不急の燃焼を自粛
するとともに注意報等の
発令に備えて、注意報等
の措置が行える体制をと
ることを要請

・　ばい煙を排出する者に
対し、不要不急の燃焼の
自粛、燃焼方法の改善等
によるばい煙排出量の減
少について協力を要請
・　次の事項について注意
するよう周知
　敢　屋外になるべく出な

いようにする
　柑　屋外運動はさしひか

えるようにする
　桓　光化学スモッグの被

害を受けた人は、最寄
りの厚生センター（保
健所）に連絡する

情　報

オ

キ

シ

ダ

ン

ト

〃
・　燃料使用量等を通常使
用量の２０％以上削減（こ
れに準ずる措置を含む）
するよう勧告

〃注意報

〃
・　燃料使用量等を通常使
用量の３０％以上削減（こ
れに準ずる措置を含む）
するよう勧告

〃警　報

・　不要不急の自動車を使
用しないこと並びに当該
地域への運行を自粛する
ことについて協力を要請
・　県公安委員会に対し、
道路交通法の規定による
措置をとるべきことを要
請

・　燃料使用量等を通常使
用量の４０％以上削減（こ
れに準ずる措置を含む）
するよう命令〃重 大

警 報
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措　　　　　　　　　　　　　　　　　　　置
区　分物質

自 動 車 等緊 急 時 協 力 工 場一　 　 般

・　不要不急の自動車を使
用しないこと並びに当該
地域への運行を自粛する
ことについて協力を要請

・　不要不急の燃焼を自粛
するとともに注意報等の
発令に備えて、注意報等
の措置を行える体制をと
ることを要請

・　ばい煙を排出する者に
対し、不要不急の燃焼の
自粛、燃焼方法の改善等
によるばい煙排出量の減
少について協力を要請

情 報浮

遊

粒

子

状

物

質

・　燃料使用量等を通常使
用量の２０％以上削減（こ
れに準ずる措置を含む）
するよう勧告

〃注意報

・　不要不急の自動車を使
用しないこと並びに当該
地域への運行を自粛する
ことについて協力を要請
・　県公安委員会に対し、
道路交通法の規定による
措置をとるべきことを要
請

・　燃料使用量等を通常使
用量の４０％以上削減（こ
れに準ずる措置を含む）
するよう命令〃重 大

警 報

・　不要不急の自動車を使
用しないこと並びに当該
地域への運行を自粛する
ことについて協力を要請

・　不要不急の燃焼を自粛
するとともに注意報等の
発令に備えて、注意報等
の措置を行える体制をと
ることを要請

・　ばい煙を排出する者に
対し、不要不急の燃焼の
自粛、燃焼方法の改善等
によるばい煙排出量の減
少について協力を要請

情　報二
　
　
酸
　
　
化
　
　
窒
　
　
素

・　燃料使用量等を通常使
用量の２０％以上削減（こ
れに準ずる措置を含む）
するよう勧告

〃注意報

・　不要不急の自動車を使
用しないこと並びに当該
地域への運行を自粛する
ことについて協力を要請
・　県公安委員会に対し、
道路交通法の規定による
措置をとるべきことを要
請

・　燃料使用量等を通常使
用量の４０％以上削減（こ
れに準ずる措置を含む）
するよう命令〃重 大

警 報



１７６

　表２‐５５　公共用水域の水域別測定地点数（２４年度）
測　定　地　点　数

水域数水　　域　　名区
分 計国土交通省富　山　市富　山　県

５（　５）５（　５）４阿尾川、余川川、上庄川、仏
生寺川

河
　
　
　
　
　
川

８（　８）３（　３）５（　５）１小矢部川
３（　３）２（　２）１（　１）１庄川

６（　４）６（　４）３内川、下条川、新堀川（主幹
排水路を含む。）

１４（１１）５（　５）９（　６）１神通川（運河を含む。）
３（　２）３（　２）１常願寺川
５（　４）１（　１）４（　３）１白岩川

９　（８）９（　８）６上市川、中川、早月川、角川、
鴨川、片貝川

１（　１）１（　１）１黒部川

１０（１０）１０（１０）８黒瀬川、高橋川、吉田川、入川、
小川、木流川、笹川、境川

６４（５６）１４（１３）１０（　７）４０（３６）２７小　　　　計
２（　１）２（　１）１境川ダム貯水池（桂湖）

湖
　
　
沼

２（　１）２（　１）１有峰ダム貯水池（有峰湖）
２（　１）２（　１）１黒部ダム貯水池（黒部湖）
６（　３）２（　１）４（　２）３小　　　　計
６（　３）６（　３）１富山新港海

　
域

２２（２２）２２（２２）１富山湾
２８（２５）２８（２５）２小　　　　計
９８（８４）１４（１３）１２（　８）７２（６３）３２合　　　　計

注　（　）内は環境基準点数です。

　表２‐５６　地下水の水質測定地点数（２４年度）

　　敢　概況調査
測 定 機 関地　点　数市　町　村測 定 機 関地　点　数市　町　村
富 山 県６南 砺 市富 山 市１９富 山 市
富 山 県７射 水 市富 山 県８高 岡 市
富 山 県１舟 橋 村富 山 県２魚 津 市
富 山 県１上 市 町富 山 県２氷 見 市
富 山 県３立 山 町富 山 県４滑 川 市
富 山 県５入 善 町富 山 県６黒 部 市
富 山 県２朝 日 町富 山 県５砺 波 市

７６合　 　 計富 山 県５小 矢 部 市

測 定 機 関地　点　数市　町　村測 定 機 関地　点　数市　町　村
富 山 県３南 砺 市富 山 県５高 岡 市
富 山 県３射 水 市富 山 県５氷 見 市

富 山 県３砺 波 市
２２合　 　 計富 山 県３小 矢 部 市

　　柑　継続監視調査
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注　１　測定値は、年平均値です。（ただし、ＢＯＤの測定値は、７５％水質値です。）
　　２　「７５％水質値」とは、全データをその値の小さいものから順に並べ、０．７５×ｎ番目（ｎはデー

タ数）の値であり、適否は、全データのうち７５％以上のデータが環境基準を満足しているものを
適（○印）としています。

　　３　「水域類型」のＡＡ、Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤは、「水質汚濁に係る環境基準について（昭和４６年環境
庁告示第５９号）」に示された「河川」の類型を示します。

　表２‐５７　河川の主要測定地点（環境基準点）における水質測定結果（２４年度）
ＢＯＤ
（mg／ L ）

ＳＳ
（mg／ L ）

ＤＯ
（mg／L ）ｐＨ水域類型調 査 地 点水 域 名 適否

○０．９１０９．４７．４Ａ阿 尾 橋阿 尾 川
○０．９８８．９７．５Ａ間 島 橋余 川 川
○１．１８９．１７．４Ｂ北 の 橋上 庄 川
○２．１９８．４７．４Ｃ八 幡 橋仏 生 寺 川
○１．７１１８．０７．５Ｃ中 の 橋湊 川
○１．１８９．１７．２Ｃ河 口小 矢 部 川
○１．２６９．６７．１Ｂ城 光 寺 橋
○０．９７１１７．２Ａ国 条 橋
○１．０４１１７．６AA太 美 橋
○０．８５１０７．３Ｃ地 子 木 橋千 保 川
○０．６５１１７．３Ａ新 祖 父 川 橋祖 父 川
○１．３５１１７．９Ａ福 野 橋山 田 川
○０．７２１０７．６AA二 ケ 渕 え ん 堤
○０．５４１０７．４Ａ大 門 大 橋庄 川
○０．５未満４１１７．４AA雄 神 橋
○１．１２１１７．７Ａ末 端和 田 川
○０．９５９．１７．６Ｃ山 王 橋内 川
○１．４４９．６７．５Ｃ西 橋
○１．０７９．２７．３Ａ稲 積 橋下 条 川
○１．３６９．０７．４Ｂ白 石 橋新 堀 川
○１．１８９．９７．３Ｂ萩 浦 橋神 通 川
○１．９８１１７．４Ａ神 通 大 橋
○０．５未満２１１７．６Ａ新 国 境 橋宮 川
○０．５未満２１１７．７Ａ新 猪 谷 橋高 原 川
○０．６３１１７．３Ｂ四 ツ 屋 橋いたち川
○０．６４１０７．３Ａ桜 橋松 川
○２．３８１０７．３Ｂ高 田 橋井 田 川
○０．７６１１７．４Ａ落 合 橋
○１．１５１０７．２Ａ八 幡 橋熊 野 川
○０．８５９．７７．３Ｄ萩 浦 小 橋富 岩 運 河
○１．０８８．５７．３Ｄ岩 瀬 橋岩 瀬 運 河
○０．８７１０７．２Ａ今 川 橋常 願 寺 川
○０．６４１１７．２AA常 願 寺 橋
○０．７４１０７．３Ａ東 西 橋白 岩 川
○１．０５１１７．５Ａ泉 正 橋
○１．９７１１７．５Ｃ流 観 橋栃 津 川
○１．２８１１７．６Ａ寺 田 橋
○０．９５１０７．５Ａ魚 躬 橋上 市 川
○１．２４１０７．３Ｂ落 合 橋中 川
○０．５６１１７．６AA早 月 橋早 月 川
○１．０７１０７．６Ａ角 川 橋角 川
○１．０５１１７．６Ｂ港 橋鴨 川
○０．８１０１０７．７Ａ末 端片 貝 川
○０．９６１１７．８AA落 合 橋
○１．１５１０７．７Ａ落 合 橋布 施 川
○１．３８１０７．５Ａ石 田 橋黒 瀬 川
○１．７５１０７．５Ｂ立 野 橋高 橋 川
○１．３４１１７．６Ｂ吉 田 橋吉 田 川
○０．５３１１７．２AA下 黒 部 橋黒 部 川
○１．１６１１７．８Ａ末 端入 川
○１．０４１１７．６Ａ赤 川 橋小 川
○０．７２１１７．６AA上 朝 日 橋
○０．８３１１７．６Ａ舟 川 橋舟 川
○１．３６１１７．５Ａ末 端木 流 川
○０．８１１１７．８AA笹 川 橋笹 川
○０．７２１１７．６AA境 橋境 川
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　表２‐５８　河川末端における水質（BOD）の年度別推移

２４年度２３年度２２年度２１年度２０年度
水 域 類 型

水 域 名
基準値

１．１１．１１．５１．７２．２８（５）Ｄ（Ｃ）小 矢 部 川

主
要
５
河
川

１．１０．９１．４１．３１．７５（３）Ｃ（Ｂ）神 通 川

０．５０．８０．６０．６０．７２Ａ庄 川

０．８０．７０．８０．９１．１２Ａ常 願 寺 川

０．５０．５０．６０．６０．６１ＡＡ黒 部 川

１．１０．７１．２１．３１．４３Ｂ上 庄 川

都
　
市
　
河
　
川

中

小
　

河

川

２２

１．７１．８２．１２．２２．２５Ｃ仏生寺川（湊川）

１．４２．１２．１０．９０．９５Ｃ内 川

１．００．８０．９１．２１．０３（２）Ｂ（Ａ）下 条 川

１．２１．２１．０１．０１．０３Ｂ中 川

１．００．９０．８０．７０．７２Ａ角 川

１．０１．１０．８０．８１．０３Ｂ鴨 川

１．３１．２１．００．９０．９２Ａ黒 瀬 川

１．７１．１０．７０．８０．６３Ｂ高 橋 川

１．３１．１０．８０．８１．２３（２）Ｂ（Ａ）木 流 川

０．９０．７０．９１．３１．１２Ａ阿 尾 川

そ

の

他

の

河

川

０．９０．６０．８１．３１．６２Ａ余 川 川

１．３１．０１．２１．３１．２３Ｂ新 堀 川

０．７０．９１．１１．２１．０３（２）Ｂ（Ａ）白 岩 川

０．９０．８０．６０．５未満０．５未満２Ａ上 市 川

０．５０．６０．５未満０．５未満０．５未満１ＡＡ早 月 川

１．１０．８０．８０．６０．６２Ａ片貝川（布施川）

１．３０．９１．００．７１．０３Ｂ吉 田 川

１．１０．９０．６０．６０．７２Ａ入 川

１．００．７０．５０．５０．５未満２Ａ小 川

０．８０．７０．５未満０．５未満０．５未満２（１）Ａ
（ＡＡ）笹 川

０．７０．６０．５未満０．５未満０．５未満２（１）Ａ
（ＡＡ）境 川

（単位：mg／L）

注　小矢部川、神通川、下条川及び白岩川は２２年度から、木流川、笹川及び境川は２３年度から（　）内
の類型及び基準値が適用されています。
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　表２‐５９　湖沼の主要測定地点（環境基準点）における水質測定結果（２４年度）

全りん
（mg／L）

ＣＯＤ
（mg／L）

ＳＳ
（mg／L）

ＤＯ
（mg／L）ｐＨ水　域

類　型調査地点水域名
適否適否

○０．００３未満○１．１１８．８７．２Ａ　Ⅱえん堤付近桂　湖

○０．００５　　○１．７１９．８７．１Ａ　Ⅱえん堤付近有峰湖

○０．００４　　○１．５２９．６７．１Ａ　Ⅱえん堤付近黒部湖

注１　測定値は、年平均値です。（ただし、CODの測定値は、７５％水質値です。）
　２　「７５％水質値」とは、全データをその値の小さいものから順に並べ、０．７５×ｎ番目（ｎはデータ

数）の値であり、適否は、全データのうち７５％以上のデータが環境基準を満足しているものを適
（○印）としています。

　３　「水域類型」のＡ及びⅡは、「水質汚濁に係る環境基準について（昭和４６年環境庁告示第５９号）」
に示された「湖沼」の類型を示します。

　表２‐６０　湖沼における水質（COD、全りん）の年度別推移

２４年度２３年度２２年度２１年度２０年度
水域類型

項　目水域名
基準値

１．１１．３１．５１．４１．０３ＡＣＯＤ
桂　 湖

０．００３未満０．００４０．００３０．００７０．００３０．０１Ⅱ全りん

１．７１．９２．２１．８１．７３ＡＣＯＤ
有 峰 湖

０．００５０．００５０．００４０．００４０．００５０．０１Ⅱ全りん

１．５１．６１．８１．５１．３３ＡＣＯＤ
黒 部 湖

０．００４０．００４０．００５０．００４０．００３０．０１Ⅱ全りん

注　測定値は、年平均値です。（ただし、CODの測定値は７５％水質値です。）

（単位：mg／L）
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　表２‐６１　海域の主要測定地点（環境基準点）における水質測定結果（２４年度）

COD
（mg／L）

DO
（mg／L）pH水域類型調　査　地　点水　域　名

適否

○１．９８．０８．３Ｂ小矢部川河口海域№２

小 矢 部 川
河 口 海 域

富

山

湾

○１．９８．２８．３Ｂ小矢部川河口海域№３

○１．４８．１８．３Ａ小矢部川河口海域№５

○１．３８．２８．２Ａ小矢部川河口海域№６

○１．３８．２８．３Ｂ神通川河口海域№１

神 通 川
河 口 海 域

○１．５８．６８．３Ｂ神通川河口海域№２

○１．４８．７８．３Ｂ神通川河口海域№３

○１．３８．５８．３Ａ神通川河口海域№４

○１．５８．７８．３Ａ神通川河口海域№５

○１．５８．６８．３Ａ神通川河口海域№６

○１．５８．３８．３Ａ小矢部川河口海域№７

そ の 他
富山湾海域

○１．４８．５８．３Ａ神通川河口海域№７

○１．４８．２８．２Ａその他地先海域№１

○１．５８．４８．３Ａその他地先海域№２

○１．６８．３８．３Ａその他地先海域№３

○１．６８．４８．２Ａその他地先海域№４

○１．６８．６８．３Ａその他地先海域№５

○１．７８．７８．３Ａその他地先海域№６

○１．９８．８８．３Ａその他地先海域№７

○２．０８．６８．３Ａその他地先海域№８

○１．３８．７８．３Ａその他地先海域№９

○１．４８．５８．３Ａその他地先海域№１０

○１．８８．１８．２Ｂ富山新港№１富 山 新 港 海 域

○３．０７．８７．９Ｃ姫野橋第一貯木場

○４．０９．３８．２Ｃ中央中野整理場

注　１　測定値は、年平均値です。（ただし、CODの測定値は、７５％水質値です。）
　　２　「７５％水質値」とは、全データをその値の小さいものから順に並べ、０．７５×ｎ番目（ｎはデー

タ数）の値であり、適否は、全データのうち７５％以上のデータが環境基準を満足しているものを
適（○印）としています。

　　３　「水域類型」のＡ、Ｂ及びＣは、「水質汚濁に係る環境基準について（昭和４６年環境庁告示第５９
号）」に示された「海域」の類型を示します。
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　表２‐６２　海域における水質（COD）の年度別推移

２４年度２３年度２２年度２１年度２０年度
水 域 類 型

水　　　　　　域
基準値

１．６１．７１．８１．７２．０２Ａ富　 山　 湾　 沿　 岸　 海　 域
（下記を除く富山湾全域）

１．９１．９１．９１．８２．４３Ｂ河口から１，２００ｍの範
囲内小矢部川

河口海域 １．４１．８１．７１．７２．１２Ａ河口から２，２００ｍの範
囲内（上記を除く）

１．４２．０１．８１．６２．２３Ｂ河口から１，８００ｍの範
囲内神 通 川

河口海域 １．４１．９１．８１．７２．１２Ａ河口から２，４００ｍの範
囲内（上記を除く）

３．５３．８３．６３．２３．８８Ｃ第１貯木場及び中野整
理場富山新港

海 域 １．８２．４２．２２．３２．３３Ｂ富山新港港内（上記を
除く）

注　各調査地点の７５％水質値を各水域毎に平均した値です。

（単位：mg／L ）
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　表２‐６３　地下水の概況調査結果（２４年度）

定　量
下限値環境基準値

環境基
準超過
地点数

測定結果検出
地点

調　査
地点数調 査 項 目

０．０００３０．００３０ＮＤ０７６カドミウム

０．１検出されないこと０ＮＤ０７６全シアン

０．００５０．０１０ＮＤ０７６鉛

０．０２０．０５０ＮＤ０７６六価クロム

０．００５０．０１１ＮＤ～０．０１３２７６ひ素

０．０００５０．０００５０ＮＤ０７６総水銀

０．０００５検出されないこと－－－０アルキル水銀

０．００２０．０２０ＮＤ０７６ジクロロメタン

０．０００２０．００２０ＮＤ０７６四塩化炭素

０．０００２０．００２０ＮＤ０７６塩化ビニルモノマー

０．０００４０．００４０ＮＤ０７６１，２‐ジクロロエタン

０．０１０．１０ＮＤ０７６１，１‐ジクロロエチレン

０．００４０．０４０ＮＤ０７６１，２‐ジクロロエチレン

０．０００５１０ＮＤ０７６１，１，１‐トリクロロエタン

０．０００６０．００６０ＮＤ０７６１，１，２‐トリクロロエタン

０．００２０．０３０ＮＤ０７６トリクロロエチレン

０．０００５０．０１０ＮＤ０７６テトラクロロエチレン

０．０００２０．００２０ＮＤ０７６１，３‐ジクロロプロペン

０．０００６０．００６０ＮＤ０７６チウラム

０．０００３０．００３０ＮＤ０７６シマジン

０．００２０．０２０ＮＤ０７６チオベンカルブ

０．００１０．０１０ＮＤ０７６ベンゼン

０．００２０．０１０ＮＤ０７６セレン

０．１１００ＮＤ～５．１６７７６硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素

０．０８０．８０ＮＤ～０．２６３０７６ふっ素

０．１１０ＮＤ～０．３１７６ほう素

０．００５０．０５０ＮＤ０７６１，４‐ジオキサン

注　ＮＤとは定量下限値未満です。

（単位：mg／L）
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（単位：mg／L）
　表２‐６４　地下水の継続監視調査結果（２４年度）

定 量
下 限 値

環 境
基準値

環 境 基 準
超過地点数

測 定 結 果
（㎎／Ｌ）

検 出
地点数

調 査
地点数調 査 地 域調 査 項 目

０．００５０．０１０ＮＤ０２氷見市窪ひ 素

０．００２０．０３
０ＮＤ０２高岡市内免トリクロロエ

チ レ ン ０ＮＤ～０．０１４１３小矢部市埴生

０．０００５０．０１

０ＮＤ～０．００２８２３高岡市戸出

テトラクロロ
エ チ レ ン

０ＮＤ～０．００２３２３砺波市安川

１ＮＤ～０．０２１１３小矢部市埴生

１ＮＤ～０．０２０１３南砺市本町

０．１１０

２２．７～２０３３氷見市諏訪野
硝酸性窒素及び
亜硝酸性窒素 ０ＮＤ～３．１１２射水市黒河

０２．２１１射水市大江

注１　ＮＤとは定量下限値未満です。
　２　測定結果は調査地点毎の年平均値です。
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　表２‐６５　地下水の継続監視調査結果の推移

２４年度２３年度２２年度２１年度２０年度調　査
地点数調査地域調査項目

NDNDND－－２氷見市窪

ひ素
［０．０１］

－－－－ND～０．０１６２小矢部市埴生

－－ND～０．００７ND～０．００８ND～０．００８２小矢部市五郎丸

－－－ND～０．０２１－２南砺市三清西

－－ND～０．０１０－－２南砺市舘

－－－－ND～０．０１９２射水市堀江千石

－－－－ND～０．００６２射水市小杉白石

－－－－ND～０．０３２２射水市黒河

－－－ND～０．００７－２射水市三ケ

－－－－ND～０．０１８２射水市加茂

－－NDNDND２射水市戸破

NDND～０．００２ND～０．００２－－２高岡市内免トリクロロ
エチレン
［０．０３］ ND～０．０１４ND～０．０１４ND～０．０２１ND～０．０２１ND～０．０２３３小矢部市埴生

ND～０．００２８ND～０．００３０ND～０．００２４ND～０．００２９ND～０．００４８３高岡市戸出

テトラクロ
ロエチレン
［０．０１］

ND～０．００２３ND～０．００２７ND～０．００２５ND～０．００２９ND～０．００３０３砺波市安川

ND～０．０２１ND～０．０１２ND～０．０２１０．００３２～
０．０１９

０．００１４～
０．０２９３小矢部市埴生

ND～０．０２０ND～０．０２４ND～０．０１８ND～０．０２５ND～０．０２０３南砺市本町

－－０．２～０．２０．２～０．２０．２～０．３２高岡市長慶寺ほう素［１］

２．７～２０３．４～１８３．１～２２－－３氷見市諏訪野
硝酸性窒素
及び亜硝酸
性窒素
［１０］

ND～３．１ND～５．２ND～５．８ND～４．７ND～４．３２射水市黒河

２．２ND～２．４ND～２．４ND～５．６ND～１７２射水市大江

注１　調査項目の［　］内は、環境基準値を示しています。
　２　ＮＤとは、定量下限値（砒素：０．００５㎎／L、トリクロロエチレン：０．００２㎎／L、テトラクロロエ

チレン：０．０００５㎎／L、ほう素：０．１㎎／L、硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素：０．１㎎／L）未満です。
　３　測定結果は調査地点毎の年平均値です。

（単位：mg／L）


